
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成 果の 目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 4年度 計

円 円

事業費 77,000,000 77,000,000

交付金額 67,400,000 67,400,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際 して の第
三者機関の活 用の 有無

湘南台文化センター市民シアターの絞り緞帳等は、１９８９年の設置後３３年が経
過し、経年劣化が進行しています。劣化により絞り緞帳が落下してしまったり、附
帯設備の故障により動作不能になってしまった場合、市民シアターの運営に支障を
きたし、施設を安全に利用できないことから、絞り緞帳等の改修を行うことで、市
民等が安心して利用できる整備を図る。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

厚木飛行場関連公共用施設（教育文化施設：湘南台文化センター市民シアター絞り
緞帳等改修）整備事業

藤沢市長

藤沢市湘南台文化センター市民シアター（藤沢市湘南台一丁目８番地）

湘南台文化センター市民シアターの絞り緞帳及び付帯設備の更新

令和４年５月２３日から令和５年３月１５日

事 業 費 及 び 交 付 金 額

絞り緞帳等の更新を行うことで、市民等が安心して利用できる環境となった。
地域住民への周知に関しては、工事期間中は工事看板に「令和４年度防衛の交付金
事業」である旨を表示した。工事後は、更新した絞り緞帳の付近に「令和４年度防
衛の交付金事業」で実施した旨の掲示物を作成し周知している。また、市ＨＰで事
業実施について公開を行った。

今後も施設を安全に利用できるよう管理していく。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

R4年度 計

円 円

事業費 10,780,000 10,780,000

交付金額 9,677,000 9,677,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

藤沢聖苑屋内消火栓ポンプ・スプリンクラーポンプ更新工事

令和４年８月２５日～令和５年２月２８日

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　火葬業務に従事する委託業者等に対し、屋内消火栓ポンプ・スプリンクラーポン
プ更新工事後聞き取りをした結果、安全・確実な施設運営が可能となり、業務の効
率性の向上が図られた。
　工事中の掲示板等に「令和4年度防衛省の交付金事業」である旨を表示した。
　本市ホームページで「特定防衛施設周辺調整交付金事業」として掲載した。

　1991年5月31日に竣工しているため、建物や機械設備の経年劣化や高温にさらさ
れる火葬炉設備の劣化など、機能維持のために改修を要する箇所について対処を継
続する。

　特になし

　藤沢聖苑は、藤沢市内に唯一の火葬場であり、平成３年６月の施設開設のため、
開設に伴い使用している屋内消火栓ポンプ・スプリンクラーポンプの耐用年数が経
過している。これについて緊急時の初期消火に影響があると利用者安全に関わる重
大な事案となることから、
藤沢聖苑屋内消火栓ポンプ・スプリンクラーポンプ更新工事を実施し、安全・確実
な施設運営を行うとともに、業務の安全性の向上を図る。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

厚木飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：藤沢聖苑屋内消火栓ポンプ・スプリン
クラーポンプ更新工事）整備事業

藤沢市長

藤沢市大鋸１２５１番地　藤沢聖苑



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

R4年度 計

円 円

事業費 7,865,000 7,865,000

交付金額 6,607,000 6,607,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

藤沢聖苑火葬炉設備改修工事

令和４年９月８日～令和５年３月１５日

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　火葬業務に従事する委託業者等に対し、火葬炉設備改修工事後聞き取りをした結
果、減圧弁増設工事により緊急時の対応が定まり、安全・確実な施設運営が可能と
なり、業務の効率性の向上が図られた。
　工事中の掲示板等に「令和4年度防衛省の交付金事業」である旨を表示した。
　本市ホームページで「特定防衛施設周辺調整交付金事業」として掲載した。

　1991年5月31日に竣工しているため、建物や機械設備の経年劣化や高温にさらさ
れる火葬炉設備の劣化など、機能維持のために改修を要する箇所について対処を継
続する。

　特になし

藤沢聖苑は、藤沢市内に唯一の火葬場であり、「多死社会」の到来により火葬件数
が年々増加している。火葬実施件数に比例して火葬炉設備の損傷度合いも進行し、
ガス減圧弁の不具合により火葬が一時中断する事案が発生しており、火葬炉の安定
稼働の為に減圧弁増設等工事を実施し、安全・確実な施設運営を行うとともに、業
務の効率性の向上を図る。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

厚木飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：藤沢聖苑火葬炉設備改修工事）整備事
業

藤沢市長

藤沢市大鋸１２５１番地　藤沢聖苑



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和４年度 計

円 円
12,100,000 12,100,000

交付金額 10,081,000 10,081,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三機関の活用の有無

なし

プールろ過機の更新工事一式

令和４年９月１６日から令和５年３月１５日まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　本事業実施により、プール授業実施時におけるろ過作業の不
具合等の課題が解消され、学校管理者からも生徒が安心して学
べる環境が整い、教育環境が向上したと評価を得ている。ま
た、事業実施前は中学校だけの利用だったが、事業実施後は中
学校だけでなく近隣の小学校との共同利用も実施することがで
きるようになった。
　地域住民の周知については工事中の看板及び校舎棟に「令和
４年度特定防衛施設周辺調整交付金事業」の表示をするととも
に、当市ホームページに掲載した。

　今後も生徒の教育活動に必要な教育環境の整備を図ってい
く。

　長後中学校のプールろ過機については、校舎改築した平成５
年７月に設置されたもので、旧式の手動タイプのろ過機であ
り、老朽化による錆や腐食で使用に支障をきたしているため、
ろ過機の更新工事を行い、学校施設の基盤を整備することで、
周辺地区の学校需要拡大に係る教育環境の整備を図るもの。

付紙様式第２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

厚木飛行場関連公共用施設（教育文化施設：長後中学校プール
ろ過機更新）整備事業

藤沢市長　鈴木　恒夫

藤沢市下土棚５９０番地　藤沢市長後中学校



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 令和4年度 計

円 円
事業費 10,780,000 10,780,000

交付金額 8,865,000 8,865,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　石名坂温水プールエアハンドリングユニットについては、建設から３５
年余りを経過し経年劣化が進行しており、当該設備を改修することで、施
設の安定的な利用環境の維持を図ります。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

付紙様式第２

厚木飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施
設：石名坂温水プールエアハンドリングユニット改修）整備事業

藤沢市長　鈴木　恒夫

藤沢市本藤沢一丁目１０番１号　石名坂温水プール

石名坂温水プールエアハンドリングユニット改修工事

令和４年９月２８日から令和５年２月２８日まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　本工事を実施したことで、施設の安定的な利用環境の維持が図られた。
また、工事中の掲示板及び対象物件に「令和４年度防衛省の交付金事業」
である旨を表示した。
　施設利用者数は、完工前の令和４年度は61,943人に対して、完工後の令
和５年度は67,298人となったことから安定的な利用が図られた。あわせて
利用者へアンケートを実施し、利用者満足度が得られたことを確認した。

　今後も施設の安定的な利用環境の維持を図っていく。

なし


